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証券コード6395
平成30年６月４日

株 主 各 位
香川県高松市新田町甲34番地

代表取締役社長 多田野 宏一

第70回定時株主総会招集ご通知

拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、当社第70回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席下さいますようご案内申し上げま
す。
なお、当日ご出席願えない場合は、議決権行使書用紙の郵送又はインターネット等により議決権を行使するこ
とができますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、「議決権行使についてのご案内」（３
頁～４頁）に沿って、平成30年６月25日（月曜日）午後５時25分までに議決権をご行使下さいますようお願い
申し上げます。

敬 具

記

１. 日 時 平成30年６月26日（火曜日) 午前10時 （受付開始：午前９時）

２. 場 所 香川県高松市木太町2191番地1
　高松国際ホテル 新館2階 瀬戸の間

３. 会議の目的事項
報 告 事 項　１．第70期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）事業報告の内容、連結計算書類の

内容並びに会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
２．第70期（平成29年４月１日から平成30年３月31日まで）計算書類の内容報告の件

決 議 事 項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役６名選任の件
第３号議案 監査役２名選任の件
第４号議案 補欠監査役１名選任の件
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４．その他招集にあたっての決定事項
(1) 議決権行使書用紙に、議案に対する賛否の表示をされないときは、賛成の意思表示をされたものとして
取り扱います。

(2) 株主総会にご出席いただけない場合には、議決権を有する他の株主１名を代理人として株主総会にご出
席いただくことが可能です。ただし、代理権を証明する書面のご提出が必要となります。

以 上
　
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
◎ 当日、ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出下さいますようお願い申し
上げます。
◎ 当日は軽装（クールビズ）で対応させていただきます。株主の皆様におかれましても軽装にてご出席いただ
きますようお願い申し上げます。
◎ 本招集ご通知に添付すべき書類のうち、以下の事項につきましては、法令及び当社定款第14条の規定に基づ
き、インターネット上の当社ホームページ（http://www.tadano.co.jp/）に掲載しておりますので、本招集
ご通知には添付しておりません。
① 事 業 報 告　業務の適正を確保するための体制及びその運用状況
② 事 業 報 告　株式会社の支配に関する基本方針
③ 連結計算書類　連結株主資本等変動計算書及び注記
④ 計 算 書 類　株主資本等変動計算書及び注記

　 従って、本招集ご通知の提供書類は、会計監査人が会計監査報告を作成するに際して監査をした連結計算書
類又は計算書類の一部であり、また、監査役及び監査役会が監査報告を作成するに際して監査をした事業報
告、連結計算書類又は計算書類の一部であります。
◎ 事業報告、連結計算書類及び計算書類並びに株主総会参考書類に修正が生じた場合は、インターネット上の
当社ホームページ（http://www.tadano.co.jp/）に掲載させていただきます。
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議決権行使についてのご案内
　

株主総会における議決権は、次のいずれかの方法により行使いただくことができます。
　

株主総会にご出席される場合
お手数ながら同封の議決権行使書用紙をご持参いただき、会場受付にご提出下さい。
（当日ご出席の場合は、郵送〔議決権行使書〕又はインターネット等による議決権行使の
お手続きはいずれも不要です。）

株主総会開催日時 平成30年６月26日（火曜日）午前10時
　
郵送で議決権を行使される場合

同封の議決権行使書用紙に各議案に対する賛否をご表示のうえ、切手を貼らずにご投函
下さい。

議決権行使期限 平成30年６月25日（月曜日）午後5時25分到着分まで
　
インターネットで議決権を行使される場合

パソコンから議決権行使ウェブサイト（https://soukai.mizuho-tb.co.jp/）にアクセス
し、同封の議決権行使書用紙に記載された「議決権行使コード」及び「パスワード」を
ご入力いただき、画面の案内に従って賛否をご入力下さい。

議決権行使期限 平成30年６月25日（月曜日）午後5時25分まで
詳細は次頁「インターネットによる議決権行使のご案内」をご覧下さい。>>>

　
　 お問い合わせ先について

ご不明な点は、株主名簿管理人である みずほ信託銀行 証券代行部（以下）までお問い合わ
せ下さい。

　 議決権行使ウェブサイトの操作方法等に関する専用お問い合わせ先
　 フリーダイヤル 0120-768-524　（平日 9：00～21：00）
　

　 【機関投資家の皆様へ】
上記のインターネットによる議決権行使のほかに、予めお申込された場合に限り、株式会社ＩＣＪが運営す

る議決権電子行使プラットフォームをご利用いただくことができます。
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インターネットによる議決権行使のご案内
(1) 書面による議決権行使に代えて、当社指定の「議決権行使ウェブサイト」（下記URL）にて議決権を行使可能
です。ご希望の方は、同封の議決権行使書用紙右片に記載の議決権行使コード及びパスワードにてログインし
ていただき、画面の案内に従って入力下さい。なお、セキュリティ確保のため、初回ログインの際にパスワー
ドを変更いただく必要があります。
また、議決権行使ウェブサイトは、携帯電話を用いたインターネットではご利用できませんのでご了承下さ
い。

https://soukai.mizuho-tb.co.jp/
(2) 行使期限は平成30年６月25日（月曜日）午後５時25分までであり、同時刻までに入力を終える必要があり
ます。お早めの行使をお願いいたします。
　
(3) 書面とインターネットによる議決権行使を重複して行使された場合は、インターネットによるものを有効と
します。複数回行使された場合は、最後に行われたものを有効とします。
　
(4) パスワード（株主様が変更されたものを含みます。）は今回の総会のみ有効です。次回の株主総会時は新たに
発行いたします。
　
(5) インターネット接続に係る費用は株主様のご負担となります。
　
（ご注意）
・パスワードは、ご投票される方がご本人であることを確認する手段です。なお、パスワードを当社よりお尋ねすることはご
ざいません。

・パスワードは一定回数以上間違えるとロックされ使用できなくなります。ロックされた場合、画面の案内に従ってお手続き
下さい。

・議決権行使ウェブサイトは一般的なインターネット接続機器にて動作確認を行っておりますが、ご利用の機器によってはご
利用いただけない場合があります。
　

以上
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議案及び参考事項
第1号議案 剰余金の処分の件
当社は、利益配分につきましては、株主に対する安定的な利益還元を継続することを基本とし、財務体質の健
全性、連結業績及び配当性向等を総合的に勘案のうえで決定することとしております。
　内部留保は、「四拍子そろったメーカー（商品力・製品品質・部品を含めたサービス力・中古車価値）」になる
ための設備投資・投融資等に充当し、持続的成長と企業価値向上を図ってまいります。
当期の業績及び今後の経営環境を勘案し、当期の期末配当につきましては、次のとおりとさせていただきたく
存じます。

【期末配当に関する事項】

1 配当財産の種類
金銭といたします。

2
株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額
当社普通株式1株につき金 13円
総額 1,646,200,855円
　なお、中間配当金13円と合わせ、年間配当金は前期と同額の１株につき26円となります。

3 剰余金の配当が効力を生ずる日
平成30年６月27日（水曜日）
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第2号議案 取締役6名選任の件
現在の取締役全員（6名）は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、取締役6名の選任をお願いす
るものであります。
取締役会は、取締役候補者の選任にあたり、公正性及び透明性の確保に資するため事前に、半数以上が社外取
締役・社外監査役で構成される指名報酬諮問委員会に諮問したうえで、取締役候補者を決定しております。
取締役候補者は、次のとおりであります。
　

候補者番号

１
た だ の こう いち

多田野 宏 一 （昭和29年7月3日生） 再 任

所有する当社株式の数 278,000株
略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
昭和52年４月 丸紅株式会社入社
昭和63年６月 当社入社
平成３年６月 社長室長
平成９年１月 ファウンGmbH（現：タダノ・ファウンGmbH）取締役社長
平成９年６月 取締役
平成11年４月 取締役、執行役員常務
平成13年４月 取締役、執行役員専務
平成14年４月 代表取締役、執行役員専務
平成15年６月 代表取締役社長
平成29年４月 代表取締役社長、企画管理部門・ICT部門・技術研究部門統括（現任）

取締役候補者とした理由
多田野宏一氏は、当社の代表取締役社長に就任以来、それまでの豊富な経験を活かしつつ、経
営の中枢において強力なリーダーシップを発揮し、当社グループの長期的成長に力を尽くして
きました。今後さらに、当社グループを成長させていくために重要な役割を果たすものと判断
し、取締役候補者といたしました。
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候補者番号

2
すず き ただし

鈴 木 正 （昭和28年1月5日生） 再 任

所有する当社株式の数 119,500株
略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
昭和51年４月 住友商事株式会社入社
平成９年４月 当社入社
平成９年７月 海外事業部長
平成11年４月 執行役員
平成13年６月 取締役、執行役員
平成14年４月 取締役、執行役員常務
平成15年６月 取締役、執行役員専務
平成27年４月 取締役副社長
平成29年４月 代表取締役副社長、営業統括部門担当、CS部門・国内営業部門・海外事業部

門・欧州事業部門・北米事業部門・東南アジア事業部門・中古車事業部門統
括（現任）

取締役候補者とした理由
鈴木正氏は、海外事業、営業及びCS部門などの部門統括として幅広い役割を担い、経営戦略全
般に関する豊富な知識と高い見識を有しており、当社グループの長期的成長に力を尽くしてき
ました。今後さらに、当社グループを成長させていくために重要な役割を果たすものと判断
し、取締役候補者といたしました。

候補者番号

3
おく やま たまき

奥 山 環 （昭和29年5月10日生） 再 任

所有する当社株式の数 73,300株
略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
昭和55年４月 当社入社
平成12年10月 設計第一部長
平成16年１月 ファウンGmbH（現：タダノ・ファウンGmbH）取締役
平成20年４月 執行役員
平成23年４月 執行役員常務
平成23年６月 取締役、執行役員常務
平成29年４月 取締役、執行役員専務、開発部門担当、SVE推進部門・タイ事業部門統括

（現任）

取締役候補者とした理由
奥山環氏は、生産、品質安全及び開発部門などの部門統括や担当として幅広い役割を担い、こ
れら分野の豊富な経験と高い見識を有しており、今後さらに、当社グループを成長させていく
ために重要な役割を果たすものと判断し、取締役候補者といたしました。
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候補者番号

4
にし よう いち ろう

西 陽一朗 （昭和31年2月24日生） 再 任

所有する当社株式の数 32,000株
略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
昭和51年４月 ヤンマーディーゼル株式会社（現：ヤンマー株式会社）入社
平成17年４月 同社開発本部トラクタ開発部第１技術部部長
平成19年１月 ヤンマー農機株式会社（現：ヤンマー株式会社）トラクタ事業本部開発部第3

開発グループ部長
平成20年６月 同社トラクタ事業本部開発部製品技術部長
平成20年９月 当社入社
平成21年１月 開発企画部長
平成21年４月 執行役員
平成23年４月 執行役員常務
平成23年６月 取締役、執行役員常務
平成29年４月 取締役、執行役員常務、生産部門・購買部門・品質安全部門・中国事業部門

統括（現任）

取締役候補者とした理由
西陽一朗氏は、開発、生産及び品質安全部門などの部門統括や担当として幅広い役割を担い、
これら分野の豊富な経験と高い見識を有しており、今後さらに、当社グループを成長させてい
くために重要な役割を果たすものと判断し、取締役候補者といたしました。
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候補者番号

5
い とう のぶ ひこ

伊 藤 伸 彦 （昭和22年2月5日生） 再 任 社外取締役

取締役会への出席状況 16回／17回（94％）
所有する当社株式の数 4,900株
略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
昭和46年７月 エクソン化学ジャパン入社
平成元年７月 日本ゼネラル・エレクトリック株式会社（現：GEジャパン株式会社）入社
平成11年１月 GE横河メディカルシステム株式会社（現：GEヘルスケア・ジャパン株式会

社）代表取締役社長
平成14年９月 GEエジソン生命保険株式会社（現：ジブラルタ生命保険株式会社）代表取締

役社長兼CEO
平成16年１月 GEキャピタルリーシング株式会社（現：SMFLキャピタル株式会社）代表取

締役社長兼CEO
平成17年２月 日本ゼネラル・エレクトリック株式会社（現：GEジャパン株式会社）代表取

締役社長兼CEO
平成20年１月 TPGキャピタル株式会社顧問
平成20年２月 NISグループ株式会社取締役
平成20年６月 当社取締役（現任）
平成22年６月 コニカミノルタホールディングス株式会社（現：コニカミノルタ株式会社）

社外取締役
平成24年３月 エイボン・プロダクツ株式会社代表取締役会長
平成24年６月 株式会社タカラトミー社外取締役

社外取締役候補者とした理由
伊藤伸彦氏は、株式会社東京証券取引所が定める独立役員の要件及び当社が定める「社外役員
の独立性判断基準」を満たしており、企業経営に関する豊富な知識と経験を当社経営に活かし
ていただくため、社外取締役候補者といたしました。
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候補者番号

6
よし だ やす ゆき

吉 田 康 之 （昭和22年8月23日生） 再 任 社外取締役

取締役会への出席状況 17回／17回（100％）
所有する当社株式の数 19,700株
略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
昭和46年４月 株式会社三菱総合研究所入社
平成14年10月 同社参与
平成19年10月 株式会社日建設計総合研究所入社、上席研究員
平成20年１月 同社常務理事、上席研究員
平成20年６月 当社取締役（現任）
平成21年３月 株式会社日建設計総合研究所取締役、常務理事、副所長

社外取締役候補者とした理由
吉田康之氏は、株式会社東京証券取引所が定める独立役員の要件及び当社が定める「社外役員
の独立性判断基準」を満たしており、シンクタンクで培った豊富な知識と経験を当社経営に活
かしていただくため、社外取締役候補者といたしました。

（注）1．取締役候補者と会社との間に特別の利害関係はありません。
2．伊藤伸彦、吉田康之の両氏は社外取締役の候補者であります。
また、両氏の当社における社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって10年となります。

3．社外取締役との責任限定契約について
社外取締役候補者 伊藤伸彦、吉田康之の両氏につきましては、当社との間で会社法第423条第1項の賠償責任を限定する
契約を締結しており、両氏が原案どおり選任された場合には、当該契約を継続する予定であります。なお、当該契約に基づ
く賠償責任限度額は、法令に定める最低責任限度額であります。
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第3号議案 監査役2名選任の件
監査役 児玉義人、井之川和司の両氏は、本総会終結の時をもって任期満了となりますので、監査役2名の選
任をお願いするものであります。
取締役会は、監査役候補者の選任にあたり、公正性及び透明性の確保に資するため事前に、半数以上が社外取
締役・社外監査役で構成される指名報酬諮問委員会に諮問したうえで、監査役候補者を決定しております。
なお、選任いただいた場合の任期は、第74回定時株主総会終結の時までとなります。
また、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
監査役候補者は、次のとおりであります。
　

候補者番号

1
こ だま よし ひと

児 玉 義 人 （昭和27年8月9日生） 再 任

所有する当社株式の数 7,000株
略歴、地位及び重要な兼職の状況
昭和50年４月 株式会社第一勧業銀行（現：株式会社みずほ銀行）入行
平成16年２月 株式会社セシール（現：株式会社ディノス・セシール）入社
平成16年３月 同社専務執行役員、管理本部長
平成17年３月 同社専務取締役、管理本部長兼業務本部長
平成18年４月 当社入社
平成19年６月 執行役員、企画管理部門担当補佐、企画管理部部長
平成21年４月 執行役員、企画管理部門担当、企画管理部長
平成22年４月 執行役員常務、企画管理部門担当、企画管理部長
平成23年４月 当社顧問
平成23年６月 常勤監査役（現任）

監査役候補者とした理由
児玉義人氏は、当社において企画管理部門担当執行役員常務を経験するなど、財務及び会計に
関する相当程度の知見を有しています。また、銀行や通信販売会社における業務経験があり、
他業種での豊富な知識と経験も有していることから、幅広い視野に基づく監査が期待できると
判断し、監査役候補者といたしました。
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候補者番号

2
い の かわ かず し

井之川 和 司 （昭和30年7月24日生） 再 任 社外監査役

取締役会への出席状況 17回／17回（100％）
監査役会への出席状況 14回／14回（100％）
所有する当社株式の数 0株
略歴、地位及び重要な兼職の状況
昭和54年４月 香川県警察官拝命
平成20年３月 高松北警察署副署長
平成21年３月 香川県警察本部鑑識課長
平成22年３月 香川県警察本部警務部公安委員会補佐官
平成23年２月 香川県警察本部会計課長・警務部参事官
平成26年６月 常勤監査役（現任）

社外監査役候補者とした理由
井之川和司氏は、株式会社東京証券取引所が定める独立役員の要件及び当社が定める「社外役
員の独立性判断基準」を満たしており、また直接会社経営に関与された経験はありませんが、
コンプライアンスに関する豊富な知識と経験を当社の監査体制に活かしていただくため、社外
監査役候補者といたしました。

　
（注）1．監査役候補者と会社との間に特別の利害関係はありません。

2．井之川和司氏は社外監査役の候補者であります。
また、同氏の当社における社外監査役としての在任期間は、本総会終結の時をもって4年となります。

3．社外監査役との責任限定契約について
社外監査役候補者 井之川和司氏につきましては、当社との間で会社法第423条第１項の賠償責任を限定する契約を締結し
ており、同氏が原案どおり選任された場合には、当該契約を継続する予定であります。なお、当該契約に基づく賠償責任限
度額は、法令に定める最低責任限度額であります。
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第4号議案 補欠監査役1名選任の件
補欠監査役 鍋嶋明人氏は、本総会開始の時をもって予選の効力が満了いたしますので、法令に定める監査
役の員数を欠くことになる場合に備え、補欠監査役1名の選任をお願いするものであります。補欠監査役候補者
鍋嶋明人氏は、第3号議案が原案どおり承認可決されますと、監査役 井之川和司、三宅雄一郎の両氏の補欠監
査役となります。
取締役会は、補欠監査役候補者の選任にあたり、公正性及び透明性の確保に資するため事前に、半数以上が
社外取締役・社外監査役で構成される指名報酬諮問委員会に諮問したうえで、補欠監査役候補者を決定してお
ります。
なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。
補欠監査役候補者は、次のとおりであります。
　

なべ しま あき ひと

鍋 嶋 明 人 （昭和28年1月17日生）

所有する当社株式の数 0株
略歴、地位及び重要な兼職の状況
昭和51年10月 等松・青木監査法人（現：有限責任監査法人トーマツ）高松事務所入所
昭和55年９月 公認会計士登録（現在に至る）
平成18年10月 税理士登録（現在に至る）
平成18年10月 公認会計士鍋嶋明人事務所開設 同所所長（現任）
平成23年６月 株式会社四電工社外監査役（現任）
平成24年６月 当社監査役
平成29年７月 税理士法人左光・鍋嶋会計設立 代表社員（現任）
（重要な兼職の状況）
公認会計士・税理士（公認会計士鍋嶋明人事務所所長、税理士法人左光・鍋嶋会計代表社員）、株式会社
四電工社外監査役

社外監査役の補欠監査役候補者とした理由
鍋嶋明人氏は、株式会社東京証券取引所が定める独立役員の要件及び当社が定める「社外役員の独立性判
断基準」を満たしており、また直接会社経営に関与された経験はありませんが、公認会計士及び税理士と
しての専門的見地並びに企業会計に関する豊富な知識や経験を当社の監査体制に活かしていただくため、
社外監査役の補欠監査役候補者といたしました。なお、同氏は当社の会計監査人である監査法人に在籍し
ておりましたが、当該監査法人は独立した立場で会計監査を行っており、また同氏が退職してから11年
以上経過しております。以上のことから、独立した立場から適切に監査を行えるものと判断しておりま
す。

　

（注）1．補欠監査役候補者と会社との間に特別の利害関係はありません。
2．鍋嶋明人氏は補欠の社外監査役候補者であります。
3．社外監査役との責任限定契約について
補欠監査役候補者 鍋嶋明人氏が原案どおり選任され、かつ社外監査役に就任した場合には、当社との間で会社法第423条
第1項の賠償責任を限定する契約を締結する予定であります。なお、当該契約に基づく賠償責任限度額は、法令に定める最
低責任限度額となります。　

以 上
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（ご参考）

社外役員の独立性判断基準

当社における、社外取締役および社外監査役（以下総称して、「社外役員」という）の独立性の判断基準につ
いて、社外役員が以下のいずれかの者に該当する場合、一般株主との利益相反が生じるおそれがある、経営陣か
ら著しいコントロールを受ける者、あるいは経営陣に対して著しいコントロールを及ぼし得る者とみなして、独
立性なしと判断します。

１．当社の大株主または大株主が法人である場合は、当該大株主の業務執行者
※大株主とは、議決権所有割合10％以上の株主をいいます。
※業務執行者とは、業務執行取締役だけでなく、執行役、執行役員および使用人も含みます。（以下、同様
です。）

２．タダノグループを主要な取引先とする者またはその業務執行者
※タダノグループを主要な取引先とする者とは、直近の３事業年度のいずれかにおいて、その者の連結売上
高の２％以上の支払をタダノグループから受けている者（法人・団体を含む）をいいます。

３．タダノグループの主要な取引先またはその業務執行者
※主要な取引先とは、直近の３事業年度のいずれかにおいて当該取引先との取引額が、タダノグループの連
結売上高の２％以上を占めている取引先をいいます。

４．タダノグループから多額の寄付を受けている者（法人・団体等の場合は理事その他の業務執行者）
※多額の寄付とは、過去３事業年度の平均で年間1,000万円を超えることをいいます。

５．タダノグループから役員報酬以外に、多額の金銭その他財産を得ている弁護士、公認会計士、コンサルタン
ト等
※多額の金銭とは、過去３事業年度の平均で年間1,000万円を超えることをいいます。

６．以下に該当する者の配偶者、２親等内の親族
（１）タダノグループの取締役・監査役・執行役員または重要な使用人
（２）過去１年間において、タダノグループの取締役・監査役・執行役員または重要な使用人であった者
（３）上記１．から５．に該当する者
※重要な使用人とは、部長職以上の使用人をいいます。

注：タダノグループとは、当社およびその連結子会社をいいます。

以上
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１．企業集団の現況に関する事項
（1）事業の経過及び成果並びに対処すべき課題
当期におけるわが国経済は、個人消費が堅調に推移、企業
収益の改善を背景に設備投資が緩やかに増加、生産や輸出は
持ち直し、景気は緩やかに回復しました。欧州経済と米国経
済は回復持続、新興国は総じて持ち直しの動きが続きまし
た。一方で、米中貿易摩擦の動向、北朝鮮問題、中東の地政
学上のリスク等もあり、不透明な状況が続いております。
私どもの業界は、日本では、東京オリンピック・パラリン
ピックに向けた建設需要・復旧復興・防災減災・インフラ老
朽化対策・民間建設投資等により稼働は堅調なものの、オペ
レーター不足に加え、中古価格の低迷、売価アップとなった
新モデルの市場浸透遅れもあって、需要は減少しました。海
外では、オーストラリア・ロシアの回復に加え、北米が年末
にかけて回復基調となりました。その他の地域は減少し、全
体として需要は横ばいとなりました。
このような経営環境の中、当社グループは、国内外で引続
き新モデルを投入し、販売価格の維持とストックビジネスに
注力しました。加えて、原価低減を推進しました。また、長
期成長に向けた生産能力の拡大のため、平成29年11月に高
松市内で新工場の建設に着手しました。平成31年度（19年
度）の稼働を目指し、約210億円を投資予定です。

日本向け売上高は、建設用クレーンが減少、車両搭載型ク
レーンが横ばい、高所作業車が増加し、975億5千1百万円
（前期比95.4％）となりました。海外向け売上高は、当社主
力のラフテレーンクレーンの需要が減少する中、ストックビ
ジネスに注力し、761億5千2百万円（前期比98.4％）とな
りました。この結果、総売上高は1,737億3百万円（前期比
96.7％）となりました。なお、海外売上高比率は43.8％と
なりました。
売上減少に伴う売上総利益の低下により、営業利益は155

億1千1百万円（前期比83.9％）、経常利益は149億7百万円
（前期比80.6％）となりました。親会社株主に帰属する当期
純利益は、中国の関係会社関連等の特別損失2億6千8百万円
を計上し、93億9千1百万円（前期比79.0％）となりまし
た。
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さて、本年1月19日に公表しました排ガス規制の緩和措置に関する米国環境保護庁への自己申告は、現在、米
国法律事務所による調査が進行中であり、今後、開示が必要な事由が判明しましたら、適時適切に対応いたしま
す。なお現在は、最も厳しい規制に適合するエンジンを搭載した建設用クレーンのみを販売しており、北米での
販売に影響は出ておりません。株主及び関係各位にご心配をおかけしますことをお詫び申し上げます。

主要品目別の状況は次のとおりです。

■建設用クレーン
日本向け売上は、拡販に注力したものの、需要の減少と
機種構成の影響もあり、381億7千9百万円（前期比84.8
％）となりました。
海外向け売上は、当社主力のラフテレーンクレーンの需
要減少により、608億4千3百万円（前期比94.2％）となり
ました。
この結果、建設用クレーンの売上高は990億2千2百万円

（前期比90.3％）となりました。

■車両搭載型クレーン
日本向け売上は、排ガス規制の反動減により年度後半に
トラック需要が減少する中、拡販に注力し、179億7千万
円（前期比98.8％）となりました。
海外向け売上は、東南アジア・中東向けの販売体制の整
備に注力し、17億6百万円（前期比118.5％）となりまし
た。
この結果、車両搭載型クレーンの売上高は196億7千7百
万円（前期比100.2％）となりました。
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■高所作業車
インフラ点検補修用途のニーズを背景にしたレンタル業界

向け売上に加え、通信業界の設備投資の拡大もあり、高所作
業車の売上高は、過去最高の246億7千8百万円（前期比
106.4％）となりました。

■その他
部品、修理、中古車等のその他の売上高は、ストックビジ

ネスへの取組み強化により、303億2千4百万円（前期比
111.4％）となりました。

今後の経済見通しにつきましては、日本では、個人消費は持ち直し、生産や輸出は緩やかに回復、企業収
益の改善を背景に設備投資は増加するなど、景気は緩やかな拡大が期待されます。海外では、緩やかな景気
回復が期待される一方、米中貿易摩擦、北朝鮮問題、中東での地政学上のリスク等もあり、引続き不透明な
状況が懸念されます。
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当社グループを取り巻く市場環境は、日本では、建設用クレーンは高稼働を維持するものの、オペレータ
ー不足もあり横ばい、車両搭載型クレーンは小型トラックの排ガス規制による駆け込み需要もあり増加、高
所作業車は需要サイクルの観点から減少を見込んでおります。海外は、原油・資源価格の回復による需要喚
起が期待され、需要サイクルの観点からも平成29年（17年）をボトムに増加に転じると予想しております。

平成29年度(17年度)をスタートとする「中期経営計画（17-19）」は「『強い会社』に（赤い矢印に集中）」
を基本方針として、3つの重点テーマ実現のために、9つの戦略に取組んでおります。
・「強い会社」とは、いかなる外部環境にあろうとも、「利益を出す」・「人を育てる」を毎期継続することが
できる会社です。
・当社グループでは、「市場：需要・為替（＝青い矢印)」というコントロールできない環境の中で、事業に
対する「自助努力（＝赤い矢印）」に集中し、これに「投資（＝黄色い矢印）」の成果を加えたものが、
「業績（＝黒い矢印）」と位置付けております。「中期経営計画（17-19）」では、「強い会社」になるため
に「赤い矢印」に集中することを基本方針としたものです。
・3つの重点テーマ
①更なるグローバル化（ONE TADANO、Wide & Deep）
②耐性アップ（6つの鍵）
③競争力強化（四拍子そろったメーカー）
・9つの戦略
①市場ポジションアップ
②商品力強化
③グローバル＆フレキシブルものづくりへの取り組み
④感動品質・感動サービスの提供
⑤ライフサイクル価値の向上
⑥ソリューションビジネスへの取り組み
⑦収益力・資産効率のレベルアップ
⑧成長基盤の確立
⑨グループ＆グローバル経営基盤の強化
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また、当社グループは、「中期経営計画(17-19)」の最終年度の平成31年（19年）8月29日に創業100周
年を迎えます。

私たちタダノグループは、「企業が社会や人との調和の中に生かされている存在」との認識のもと、地域
社会・国際社会発展への貢献と地球環境の保全に役立つ事業活動を推進し、全てのステークホルダーの期待
に応え、企業価値を最大化することで、「世界に、そして未来に誇れる企業」を目指します。
株主の皆様におかれましては、今後とも格別のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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（2）設備投資等の状況
当期の設備投資は、28億3千8百万円となりました。主なものは、新工場建設に伴う設備投資8億6千6百

万円であります。

（3）資金調達の状況
当期の資金調達において特記すべき事項はありません。

（4）財産及び損益の状況の推移

区 分 第67期
（平成27年3月期）

第68期
（平成28年3月期）

第69期
（平成29年3月期）

第70期(当期)
（平成30年3月期）

売 上 高 204,059百万円 209,426百万円 179,676百万円 173,703百万円

営 業 利 益 29,462百万円 31,062百万円 18,484百万円 15,511百万円

経 常 利 益 30,357百万円 30,680百万円 18,490百万円 14,907百万円

親会社株主に帰属
す る 当 期 純 利 益 19,483百万円 19,621百万円 11,881百万円 9,391百万円

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益 153.78円 154.93円 93.83円 74.16円

純 資 産 122,141百万円 134,796百万円 142,549百万円 150,044百万円

総 資 産 223,608百万円 235,400百万円 229,799百万円 245,565百万円

連 結 子 会 社 数 27社 28社 30社 31社

（注） １株当たり当期純利益は、期中平均株式数により算出しております。

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2018年05月18日 17時59分 $FOLDER; 21ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



21

（5）主要な事業内容
当社グループは、建機事業（建設用クレーン、車両搭載型クレーン及び高所作業車等の製造販売）を営ん
でおります。

区 分 主 な 製 品

建 設 用 ク レ ー ン オールテレーンクレーン、ラフテレーンクレーン、
トラッククレーン、軌陸車、伸縮ブーム式クローラークレーン

車 両 搭 載 型 ク レ ー ン カーゴクレーン、車両運搬車、軌陸車
高 所 作 業 車 高所作業車、穴掘建柱車、高架道路・橋梁点検車、軌陸車、照明車
そ の 他 部品、修理、中古車、リフター等

（6）重要な子会社の状況
会 社 名 資 本 金 当社の出資比率 主要な事業内容

タ ダ ノ ・ フ ァ ウ ン GmbH 45,274
千ユーロ 100.0％ 建設用クレーン等の製造・販売

タ ダ ノ ・ ア メ リ カ Corp. 2,500
千米ドル （100.0％） 建設用クレーン等の販売

株式会社タダノアイレック 180百万円 100.0％ 建設用クレーン等の部品の製造
株 式 会 社 タ ダ ノ ア イ メ ス 60百万円 100.0％ 建設用クレーン等の販売

（注） タダノ・アメリカCorp.の当社の出資比率は、間接所有の割合を表示しております。
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（7）主要な提携の状況
会 社 名 相 手 先 国 名 提 携 内 容

株式会社タダノ

コ ベ ル コ 建 機
株 式 会 社 日本 ラフテレーンクレーンの完成車・キャリヤ部の生産受

託及びクレーン部の部品の共通化・共同購買

北京京城重工機械
有 限 責 任 公 司 中国

建設用クレーンの製造・販売を目的とする合弁会社
「北起多田野（北京）起重機有限公司」の設立（資本
金30百万米ドル、当社出資比率50％）

　
（8）主要な営業所及び工場等

区 分 名 称 及 び 所 在 地

当 社

本 社 等 本社：香川県高松市、東京事務所：東京都墨田区

工 場 高松工場：香川県高松市、志度工場：香川県さぬき市、
多度津工場：香川県多度津町、千葉工場：千葉県千葉市

研究所・試験場 技術研究所：香川県高松市
三本松試験場：香川県東かがわ市

支 店 等

北海道支店：北海道札幌市、東北支店：宮城県仙台市、
北陸支店：富山県富山市、関東支店：埼玉県上尾市、
東京支店：東京都墨田区、中部支店：愛知県一宮市、
関西支店：大阪府堺市、四国支店：香川県高松市、
中国支店：広島県坂町、九州支店：福岡県大野城市
北京事務所：中国・北京市
中東事務所：アラブ首長国連邦・ドバイ市

重 要 な 子 会 社 本 社 及 び 工 場
タダノ・ファウンGmbH：ドイツ・バイエルン州（本社及び工場）
タダノ・アメリカCorp.：米国・テキサス州（本社）
株式会社タダノアイレック：香川県多度津町（本社及び工場）
株式会社タダノアイメス：東京都墨田区（本社）

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2018年05月18日 17時59分 $FOLDER; 23ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



23

（9）従業員の状況
① 企業集団の従業員の状況

区 分 従 業 員 数 前期末比増減
日 本 2,257 名 △53 名

欧 州 695 +26
米 州 227 △2
そ の 他 132 △6
合 計 3,311 △35
（注） 従業員数は、就業人員を記載しております。

② 当社の従業員の状況

従 業 員 数 前期末比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数
1,428名 △5名 42.0歳 17.1年

（注）1．従業員数は、就業人員を記載しております。
2．従業員数には、嘱託110名を含み、出向者137名は含んでおりません。

（10）主要な借入先の状況

借 入 先
借 入 金 残 高

短 期 借 入 金 長 期 借 入 金 合 計
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 8,091 百万円 974 百万円 9,065 百万円

株 式 会 社 三 菱 東 京 UFJ 銀 行 6,757 874 7,632
　

　

（注）1. 借入金総額23,163百万円の10％以上の借入先を記載しております。
2. 1年内返済予定の長期借入金は、短期借入金に含んでおります。
3. 株式会社三菱東京UFJ銀行は、平成30年4月1日付で株式会社三菱UFJ銀行に商号変更しております。
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金融機関
43.2％

個人・その他
21.6％

その他国内法人
6.0％

外国人
26.2％

証券会社
0.8％

自己株式
2.2％

２．会社の株式に関する事項 （ご参考）
所有者別株式分布状況

（1）発行可能株式総数 400,000,000株

（2）発行済株式の総数 129,500,355株
（自己株式2,869,520株含む)

（3）株 主 数 7,559名

（4）大 株 主
　

株 主 名
当 社 へ の 出 資 状 況

持 株 数 持 株 比 率
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 15,692 千株 12.3 ％

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 6,301 4.9
日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト 信 託 銀 行 株 式 会 社 5,290 4.1
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 5,246 4.1
株 式 会 社 百 十 四 銀 行 5,171 4.0
明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 4,056 3.2
株 式 会 社 三 菱 東 京 UFJ 銀 行 3,367 2.6
第 一 生 命 保 険 株 式 会 社 3,213 2.5
タ ダ ノ 取 引 先 持 株 会 2,809 2.2
株 式 会 社 伊 予 銀 行 1,572 1.2

（注）1．当社は、自己株式を2,869,520株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
2．持株比率は、自己株式を控除して計算しております。
3．日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社及び日本マスタートラスト信託銀行株式会社の持株数は、全て当該各社の信託
業務に係る株式であります。

4．明治安田生命保険相互会社の持株数には、特別勘定口５６千株を含んでおります。
5. 第一生命保険株式会社の持株数には、特別勘定口５千株を含んでおります。
6. 株式会社三菱東京UFJ銀行は、平成30年4月1日付で株式会社三菱UFJ銀行に商号変更しております。
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３．会社役員に関する事項
（1）取締役及び監査役の氏名等

地 位 氏 名 担当及び重要な兼職の状況
代 表 取 締 役 社 長 多 田 野 宏 一 企画管理部門・ICT部門・技術研究部門統括

代 表 取 締 役 副 社 長 鈴 木 正
営業統括部門担当、CS部門・国内営業部門・海
外事業部門・欧州事業部門・北米事業部門・東南
アジア事業部門・中古車事業部門統括

取 締 役 ・ 執 行 役 員 専 務 奥 山 環 開発部門担当、SVE推進部門・タイ事業部門統括

取 締 役 ・ 執 行 役 員 常 務 西 陽 一 朗 生産部門・購買部門・品質安全部門・中国事業部
門統括

取 締 役 伊 藤 伸 彦
取 締 役 吉 田 康 之
常 勤 監 査 役 児 玉 義 人
常 勤 監 査 役 北 村 明 彦
常 勤 監 査 役 井 之 川 和 司

監 査 役 三 宅 雄 一 郎
弁護士（三宅法律事務所代表）、山洋電気株式会
社社外取締役、新電元工業株式会社社外監査役、
旭有機材株式会社社外取締役

（注）1．当期中の監査役の異動
就任 平成29年6月27日開催の第69回定時株主総会において、北村明彦氏が新たに監査役に選任され、就任いたしまし

た。
退任 平成29年6月27日開催の第69回定時株主総会終結の時をもって、大鹿隆司氏は監査役を辞任いたしました。

2. 取締役のうち伊藤伸彦、吉田康之の両氏は、社外取締役であり、株式会社東京証券取引所に対し、独立役員として届け出て
おります。

3．監査役のうち井之川和司、三宅雄一郎の両氏は、社外監査役であり、株式会社東京証券取引所に対し、独立役員として届
け出ております。

4．監査役 児玉義人氏は、当社企画管理部門担当執行役員常務を経験し、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するも
のであります。

5. 監査役 北村明彦氏は、当社企画管理部門担当執行役員を経験し、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するもので
あります。

6．当社と三宅法律事務所、山洋電気株式会社、新電元工業株式会社及び旭有機材株式会社との間に特別な関係はありません。
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[ご参考]平成30年４月１日現在の取締役及び執行役員・技監の担当・委嘱業務は、以下のとおりであります。
地 位 氏 名 担当・委嘱業務

代 表 取 締 役 社 長 多 田 野 宏 一 企画管理部門・ICT部門・技術研究部門統括

代 表 取 締 役 副 社 長 鈴 木 正 営業統括部門担当、CS部門・国内営業部門・海外事業部門・欧州事
業部門・北米事業部門・東南アジア事業部門・中古車事業部門統括

取締役・執行役員専務 奥 山 環 開発部門担当、SVE推進部門・タイ事業部門統括
取締役・執行役員常務 西 陽 一 朗 生産部門・購買部門・品質安全部門・中国事業部門統括
取 締 役 伊 藤 伸 彦
取 締 役 吉 田 康 之

執 行 役 員 常 務 飯 村 慎 一 海外事業部門・北米事業部門・東南アジア事業部門・中古車事業部
門担当、営業統括部門担当補佐

執 行 役 員 常 務 髙 梨 利 幸 国内営業部門担当、営業統括部門担当補佐、国内営業企画部長
執 行 役 員 常 務 橋 倉 荘 六 企画管理部門・ICT部門担当
執 行 役 員 常 務 澤 田 憲 一 欧州事業部門担当、タダノ・ファウンGmbH取締役社長
執 行 役 員 程 箭 中国事業部門担当、中国総代表

執 行 役 員 川 本 親 SVE推進部門担当、開発部門担当補佐、株式会社タダノエンジニア
リング取締役社長

執 行 役 員 藤 野 博 之 品質安全部門担当、品質管理部長
執 行 役 員 高 木 啓 行 購買部門担当、購買第一部長
執 行 役 員 多 田 野 有 司 技術研究部門担当
執 行 役 員 池 浦 雅 彦 国内営業部門担当補佐、国内営業企画部部長
執 行 役 員 林 宏 三 東南アジア事業部門担当補佐、タダノ・アジアPte Ltd.取締役社長
執 行 役 員 徳 田 裕 司 CS部門担当
執 行 役 員 五 味 幸 雄 生産部門担当
執 行 役 員 官 野 耕 一 海外事業部門担当補佐
執 行 役 員 イ ン ゴ ・ シ ラ ー 北米事業部門担当補佐、タダノ・アメリカCorp.取締役社長
執 行 役 員 合 田 洋 之 開発部門担当補佐、開発企画部長
技 監 世 俵 秀 樹 LE技術部長

（注） 優れた専門性を持ち、多大な貢献が認められ、当社の技術分野を強く牽引できる人財について、執行役員に次ぐ職位として新
たに「技監」職を設置しております。
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（2）取締役及び監査役の報酬等
① 取締役及び監査役の報酬等の額

区 分 支 給 人 員 報 酬 等 の 額
取 締 役 6名 310百万円 （うち社外取締役2名 26百万円）
監 査 役 5名 59百万円 （うち社外監査役2名 25百万円）

（注） 使用人兼務取締役の使用人給与相当額（賞与含む）は支払っておりません。

② 取締役及び監査役の報酬等の額の決定に関する方針
当社は取締役及び監査役の報酬等の額の決定に関しては、定款の定めに従い、株主総会の決議によって
定められております。なお、平成20年６月24日開催の第60回定時株主総会決議により取締役の報酬限度
額は年額450百万円以内（うち社外取締役分は年額60百万円以内）、監査役の報酬額は年額100百万円以
内（うち社外監査役分は年額40百万円以内）となっております。
具体的な取締役及び監査役の報酬の算定につきましては、取締役については役位別月額報酬額に、それ

ぞれの業績等を勘案のうえ算定し、監査役については監査役会にて決定した基準に従い算定しておりま
す。
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（3）社外取締役及び社外監査役に関する事項
① 当期における主な活動状況

区 分 氏 名 取締役会出席状況 監査役会出席状況 主な活動状況

取 締 役 伊 藤 伸 彦 17回中16回
（94％） ―

企業経営に関する豊富な知識・経
験等に基づく観点から、適宜発言
をしております。

取 締 役 吉 田 康 之 17回中17回
（100％） ―

シンクタンクで培った豊富な知
識・経験等に基づく観点から、適
宜発言をしております。

監 査 役 井之川 和 司 17回中17回
（100％）

14回中14回
（100％）

コンプライアンスに関する豊富な
知識・経験等に基づく観点から、
適宜発言をしております。

監 査 役 三 宅 雄一郎 17回中16回
（94％）

14回中13回
（92％）

弁護士としての専門的見地から、
適宜発言をしております。

② 責任限定契約の内容の概要
社外取締役及び社外監査役につきましては、当社との間で会社法第423条第１項の賠償責任を限定する
契約を締結しております。なお、当該契約に基づく賠償責任限度額は、法令に定める最低責任限度額であ
ります。
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４．会計監査人の状況
（1）会計監査人の名称 有限責任監査法人トーマツ

（2）当期中に係る会計監査人の報酬等の額
会 計 監 査 人 の 報 酬 等 の 内 容 支 払 額

① 当社が公認会計士法第2条第1項の監査証明業務の対価として支払
うべき報酬等 68百万円

② 当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利
益の合計額 80百万円

（注）1．監査役会は、当該事業年度の監査計画における監査日数等から見積もられた報酬額につき、過年度実績の評価も踏まえ算定
根拠等について確認し、その内容は妥当であると全員一致で判断したため、会社法第399条第1項の同意を行っております。

2．会計監査人との契約において会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬額を区分しておりませんので、
①の金額には金融商品取引法に基づく監査の報酬等の額を含めております。

3．重要な子会社のうち、タダノ・ファウンGmbHは、デロイト トウシュGmbH、タダノ・アメリカCorp.は、デロイト トウ
シュLLPの監査を受けております。

　
（3）非監査人業務の内容

当社は、会計監査人に対して、公認会計士法第2条第1項の業務以外のアドバイザリー業務等について対価
を支払っております。

（4）会計監査人の解任又は不再任の決定の方針
監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合は、株主総

会に提出する会計監査人の解任又は不再任に関する議案の内容を決定いたします。
　また、会計監査人が、会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認められる場合には、監査役
会は監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、
解任後最初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨及びその理由を報告いたします。

　

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
（備考）本事業報告中に記載の表示単位の金額及び株式数並びに持株比率は、数値未満を切り捨てております。
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連結貸借対照表 （単位：百万円）

科 目 当 期
平成30年3月31日現在

前 期(ご参考)
平成29年3月31日現在 科 目 当 期

平成30年3月31日現在
前 期(ご参考)
平成29年3月31日現在

資 産 の 部 負 債 の 部
流 動 資 産
現金及び預金
受取手形及び売掛金
電 子 記 録 債 権
商品及び製品
仕掛品
原材料及び貯蔵品
繰延税金資産
その他
貸倒引当金
固 定 資 産
有形固定資産
建物及び構築物
機械装置及び運搬具
土地
リース資産
建設仮勘定
その他
無形固定資産
投資その他の資産
投資有価証券
繰延税金資産
その他
貸倒引当金

191,609
86,854
41,996
3,505
23,232
21,682
9,637
2,922
2,100
△321
53,955
41,747
12,279
2,798
23,025
538
1,262
1,842
1,187
11,021
7,209
3,230
1,858
△1,277

177,965
68,745
47,149
1,568
25,764
20,263
8,850
3,452
2,357
△186
51,834
41,183
12,483
3,005
22,513
492
979
1,708
1,181
9,469
6,190
2,620
1,666
△1,008

流 動 負 債 70,334 55,515
支払手形及び買掛金 28,310 26,080
電子記録債務 8,417 ―
短期借入金 18,604 15,448
リース債務 215 216
未払金 4,532 5,205
未払法人税等 3,517 2,470
製品保証引当金 1,641 1,497
債務保証損失引当金 0 0
未経過割賦販売利益 159 152
その他 4,937 4,444
固 定 負 債 25,186 31,734
社債 10,000 10,000
長期借入金 4,559 11,237
リース債務 372 333
繰延税金負債 155 147
再評価に係る繰延税金負債 2,109 2,109
退職給付に係る負債 7,360 7,299
その他 629 607
負債合計 95,521 87,250
純 資 産 の 部
株 主 資 本 147,841 141,746
資本金 13,021 13,021
資本剰余金 16,853 16,855
利益剰余金 120,606 114,507
自己株式 △2,639 △2,637

その他の包括利益累計額 1,615 318
その他有価証券評価差額金 1,622 1,732
土地再評価差額金 1,270 1,270
為替換算調整勘定 △585 △1,875
退職給付に係る調整累計額 △693 △809
非支配株主持分 587 484
純資産合計 150,044 142,549

資産合計 245,565 229,799 負債純資産合計 245,565 229,799
（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2018年05月18日 17時59分 $FOLDER; 31ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



31

連結損益計算書 （単位：百万円）

科 目 当 期
平成29年4月1日から平成30年3月31日まで

前 期(ご参考)
平成28年4月1日から平成29年3月31日まで

売 上 高 173,703 179,676
売 上 原 価 126,366 129,682
割賦販売利益繰延前売上総利益 47,337 49,993
未経過割賦販売利益戻入 110 207
未経過割賦販売利益繰入 117 152
売 上 総 利 益 47,330 50,048
販売費及び一般管理費 31,818 31,564
営 業 利 益 15,511 18,484
営 業 外 収 益 497 758
受取利息 84 140
割賦販売受取利息 ― 0
受取配当金 134 142
雑収益 278 475
営 業 外 費 用 1,102 752
支払利息 452 436
為替差損 439 152
雑損失 209 163
経 常 利 益 14,907 18,490
特 別 利 益 36 150
固定資産売却益 6 35
投資有価証券売却益 0 105
関係会社清算益 30 ―
関係会社出資金譲渡益 ― 4
段階取得に係る差益 ― 5
特 別 損 失 268 1,298
固定資産除売却損 41 124
減損損失 ― 199
関係会社出資金評価損 87 973
関係会社貸倒引当金繰入 139 ―
税金等調整前当期純利益 14,676 17,342
法人税、住民税及び事業税 5,246 5,034
法人税等調整額 △3 366
当期純利益 9,432 11,940
非支配株主に帰属する当期純利益 41 58
親会社株主に帰属する当期純利益 9,391 11,881

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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貸借対照表 （単位：百万円）

科 目 当 期
平成30年3月31日現在

前 期(ご参考)
平成29年3月31日現在 科 目 当 期

平成30年3月31日現在
前 期(ご参考)
平成29年3月31日現在

資 産 の 部 負 債 の 部
流 動 資 産
現金及び預金
受取手形
電子記録債権
売掛金
商品及び製品
仕掛品
原材料及び貯蔵品
繰延税金資産
未収入金
その他
貸倒引当金
固 定 資 産
有形固定資産
建物
構築物
機械及び装置
車両運搬具
工具器具及び備品
土地
リース資産
建設仮勘定
無形固定資産
特許権等
借地権
ソフトウェア
リース資産
その他
投資その他の資産
投資有価証券
関係会社株式
出資金
関係会社出資金
長期滞留営業債権
繰延税金資産
その他
貸倒引当金

145,430
68,071
9,851
3,466
34,594
15,038
6,925
4,746
1,498
696
596
△54

65,070
30,502
7,182
925
1,786
69
539

18,356
473
1,168
632
188
29
118
1

294
33,935
7,157
12,736

4
11,434
561
2,220
342
△522

136,722
58,527
11,480
1,524
35,610
15,305
5,849
5,207
1,629
1,028
640
△82

62,934
30,095
7,420
924
1,970
87
339

17,987
423
941
555
142
29
112
6

263
32,283
6,139
12,092

4
11,522
307
2,140
374
△297

流 動 負 債 60,899 49,582
支払手形 2,735 2,738
電子記録債務 8,417 ―
買掛金 23,631 24,193
短期借入金 10,022 12,411
一年内に返済すべき長期借入金 6,800 ―
リース債務 189 187
未払金 3,721 4,293
未払費用 1,586 1,702
未払法人税等 2,543 2,061
未払消費税等 7 90
製品保証引当金 786 749
債務保証損失引当金 0 0
未経過割賦販売利益 159 152
その他 297 1,000
固 定 負 債 21,264 27,910
社債 10,000 10,000
長期借入金 3,210 10,010
リース債務 316 269
再評価に係る繰延税金負債 2,109 2,109
退職給付引当金 5,048 4,957
長期未払金 54 54
その他 526 508
負債合計 82,163 77,492
純 資 産 の 部
株 主 資 本 125,443 119,161
資本金 13,021 13,021
資本剰余金 16,956 16,956
資本準備金 16,913 16,913
その他資本剰余金 43 43
利益剰余金 98,105 91,820
利益準備金 2,409 2,409
その他利益剰余金 95,696 89,411
固定資産圧縮積立金 788 792
別途積立金 27,060 27,060
繰越利益剰余金 67,847 61,559

自己株式 △2,639 △2,637
評価・換算差額等 2,893 3,002
その他有価証券評価差額金 1,622 1,732
土地再評価差額金 1,270 1,270
純資産合計 128,337 122,164

資産合計 210,500 199,656 負債純資産合計 210,500 199,656
（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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損益計算書 （単位：百万円）

科 目 当 期
平成29年4月1日から平成30年3月31日まで

前 期(ご参考)
平成28年4月1日から平成29年3月31日まで

売 上 高 133,942 133,313
売 上 原 価 96,460 95,260
割賦販売利益繰延前売上総利益 37,481 38,052
未経過割賦販売利益戻入 110 206
未経過割賦販売利益繰入 117 152
売 上 総 利 益 37,474 38,106
販売費及び一般管理費 23,887 24,091
営 業 利 益 13,587 14,015
営 業 外 収 益 1,188 1,265
受取利息 47 59
割賦販売受取利息 ― 1
受取配当金 968 1,016
雑収益 172 188
営 業 外 費 用 715 533
支払利息 203 181
社債利息 96 97
為替差損 223 157
売上債権売却損 72 ―
雑損失 120 97
経 常 利 益 14,059 14,747
特 別 利 益 5 137
固定資産売却益 4 32
投資有価証券売却益 0 105
特 別 損 失 259 1,337
固定資産除売却損 32 114
関係会社株式評価損 ― 122
関係会社出資金評価損 87 973
関係会社清算損 0 ―
関係会社出資金譲渡損 ― 127
関係会社貸倒引当金繰入 139 ―
税引前当期純利益 13,805 13,546
法人税、住民税及び事業税 4,131 3,897
法人税等調整額 96 △242
当 期 純 利 益 9,577 9,891

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本
独立監査人の監査報告書

平 成 30 年 5 月 9 日
株式会社 タ ダ ノ
取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人 ト ー マ ツ
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 中 田 明 ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 越 智 慶 太 ㊞

当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、株式会社タダノの平成29年4月1日から平成30年3月31日までの連結
会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結計算書類の作成のた
めの基本となる重要な事項及びその他の注記について監査を行った。
連結計算書類に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示す

ることにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必要
と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することにあ

る。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法
人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査
を実施することを求めている。
監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査法

人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目
的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じ
た適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営
者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を
検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社タ

ダノ及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に
表示しているものと認める。
強調事項
注記事項「連結貸借対照表関係に関する注記 3.偶発債務」に記載されているとおり、厳格化する米国のディーゼルエンジン

排ガス規制に製造業者が柔軟に対応できるよう設けられた規制の段階的緩和措置に対して、会社グループとしてその要請の一部
を満たしていない可能性があることが判明し、米国子会社2社が米国環境保護庁へその旨を自己申告した。現在も米国法律事務
所による調査が進行中であり、現時点で調査の終了時期は見通せていない。当事実が今後の会社グループの財政状態、経営成績
及びキャッシュ・フローに影響を及ぼす可能性があるが、現時点ではその影響額を合理的に見積ることは困難であるため、連結
計算書類には反映していない。
当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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会計監査人の監査報告書 謄本
独立監査人の監査報告書

平 成 30 年 5 月 9 日
株式会社 タ ダ ノ
取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人 ト ー マ ツ
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 中 田 明 ㊞

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 越 智 慶 太 ㊞

当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、株式会社タダノの平成29年4月１日から平成30年3月31日まで
の第70期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針及びその他の注記
並びにその附属明細書について監査を行った。
計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を作成

し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し適正
に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書に対する意見を表

明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基
準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計
画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手

続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて
選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評
価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連す
る内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの
評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し

て、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと
認める。
強調事項
注記事項「貸借対照表関係に関する注記 4.偶発債務」に記載されているとおり、厳格化する米国のディーゼルエンジン排ガ

ス規制に製造業者が柔軟に対応できるよう設けられた規制の段階的緩和措置に対して、会社グループとしてその要請の一部を満
たしていない可能性があることが判明し、米国子会社2社が米国環境保護庁へその旨を自己申告した。現在も米国法律事務所に
よる調査が進行中であり、現時点で調査の終了時期は見通せていない。当事実が今後の会社グループの財政状態、経営成績及び
キャッシュ・フローに影響を及ぼす可能性があるが、現時点ではその影響額を合理的に見積ることは困難であるため、計算書類
等には反映していない。
当該事項は、当監査法人の意見に影響を及ぼすものではない。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書 謄本
監 査 報 告 書

当監査役会は、平成29年4月1日から平成30年3月31日までの第70期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作
成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。
１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
（1）監査役会は、監査方針、監査計画等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、取締役等
及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

（2）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査方針、監査計画等に従い、取締役、内部監査室その他の
使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明
を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会
社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受け
ました。
②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社及びそ
の子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定
める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取
締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたし
ました。
③事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第３号イの基本方針及び同号ロの各取組みについては、取締役会その他
における審議の状況等を踏まえ、その内容について検討を加えました。
④会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその
職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われ
ることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10
月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書及び株主資本等
変動計算書）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書及び連結株主資本等変動計算書）につ
いて検討いたしました。
２．監査の結果
（1）事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業報告
の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。
④ 事業報告に記載されている会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針については、指摘す
べき事項は認められません。事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第３号ロの各取組みは、当該基本方針に沿っ
たものであり、当社の株主共同の利益を損なうものではなく、かつ、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではな
いと認めます。

⑤ なお、事業報告に記載のとおり、排ガス規制の緩和措置に関する米国環境保護庁への自己申告に関わる対応につきまして
は、監査役会として、監視、検証してまいります。

（2）計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3）連結計算書類の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。
平 成 30 年 5 月 14 日

株式会社 タ ダ ノ 監査役会
常勤監査役 児 玉 義 人 ㊞
常勤監査役 北 村 明 彦 ㊞
常勤監査役 井 之 川 和 司 ㊞
監 査 役 三 宅 雄 一 郎 ㊞

（注）常勤監査役 井之川和司、監査役 三宅雄一郎は、会社法第2条第16号及び第335条第3項に定める社外監査役であります。
以 上
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N

第70回定時株主総会会場ご案内図
会場：香川県高松市木太町2191番地１

高松国際ホテル 新館2階 瀬戸の間

ご参考（交通手段）
●ことでん路線バス
（庵治線 ／ 大学病院線 国際ホテル前下車）
JR高松駅前⑦のりば 発車時刻 午前 8 時46分 午前 8 時54分
琴電瓦町駅①のりば 発車時刻 午前 8 時57分 午前 9 時 6 分
●タクシー
JR高松駅から15分 琴電瓦町駅から10分
●高松国際ホテルには、駐車場もございます。

株式会社 タダノ
香川県高松市新田町甲34番地
http://www.tadano.co.jp/
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